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目的　
　　 新潟県内中山間地における訪問看護支援

　　　非接触型ＩＣカードを活用した医療サービス向上の
　　　ための実証実験

方法
1) 技術検討 訪問看護時の移動時間および訪問看護宅の情報を

　　　効率的に取得するために，情報秘匿性とマルチカードの機能を備えた　　

非接触型ＩＣカード(FeliCa)を使用し，看護情報通信技術を開発する．

2) 応用方法調査

　 看護師－患者間ユーザインターフェースの検討と基本仕様提案

訪問看護師：全国で数万人．　　　（看護師：　100万人以上）

3) 実証実験

　 医療現場での非接触ＩＣカード活用方法を検討．

　　　訪問看護における基本動作確認と事業化の検討



図１　訪問看護における非接触ＩＣカード利用イメージ

看護師ID 患者ID 看護開始時刻 看護終了時刻 処方薬情報

0123 9876 9:10 10:00 ○○:2錠

0123 8765 10:30 11:00 ××:3錠

PCディスプレイ表示イメージ

書込み

非接触ＩＣカード
（患者が所持）ノートPCあるいは

携帯端末
（看護師が所持）

看護師ID，時刻，処方薬情報，etc

看護師ID:　看護開始時に書込むことにより　　　

　　　　担当看護師の看護行為が証明される．

時刻:　看護開始および終了時に書込み，処方　

　　　　薬情報や時刻が記録される

読込み

患者ID，処方薬情報，etc

患者ID:　看護開始時に読込むことにより，担当

患者数の証明となる

処方薬情報:　医療記録および災害時に直ちに

処方薬情報を読み出す．

データ読込み

データ書込み



図２　事業イメージ図 (看護情報システム編）

1)　非接触型ＩＣカードの医療分野活用調査と新たな看護ＩＴの提案

2)　患者とのインターフェース評価 3)　災害時の医療情報の入手方式



図３　事業イメージ図 (訪問看護編）

中山間地での訪問看護

看護のＩＴ支援

非接触ＩＣカード活用

　自動訪問記録

作業負担軽減

携帯型端末
Bluetooth,無線LAN



期待される成果

　1) 地域貢献度：　ＩＣカードの医療分野への

応用に関するノウハウを共同体の企業に還元

　　 地元訪問看護ステーションとの連携により,新潟からの

IT新技術を用いた看護情報管理方式の発信

2) 波及性：

ＩＣカードの特長を生かした複数の診察券や会員券の一括管理

災害時の緊急時に患者の処方薬情報をＩＣカードからインターネッ
　トを通じて入手可能

3) 必要性：訪問看護師の事務的負担を軽減

　　　訪問記録による医療サービス提供の証明や看護の客観的状況を把握

　　　医療サービス提供の証明

4) 独自性：訪問看護におけるＩＣカードの具体的利便性を示す

　　　地方レベルでの新たな情報ビジネスの開拓を目指す.

　　5) 操作性：携帯型読取り装置による実証実験を山古志ネット上で予定．
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